
 令和６年度に向けての展開方針　（方針や重点事業の計画等を記載）

単位 (初期値) Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 目標

％ 51.6  

回 70  

％ 30  

 令和６年度に向けての展開方針　（方針や重点事業の計画等を記載）

総務部が所管する個別計画または重点事業の進捗状況   

「地域防災力向上支援事業」
防災訓練・セミナー等開催回数

「災害対応物品整備事業」
備蓄目標に対する充足率（災害用寝袋）

　９－（１）　自主・自立の市政運営の推進

　効率的で効果的な行政サービスの執行と健全な財政運営に努めるとともに、時代の変化と地域課題に応じた市政運営
を推進します。
　また、市政の透明性を確保するとともに、市民と市の情報共有を図るため、様々な媒体を通じて広報広聴の充実を図
り、情報公開や個人情報保護制度を適正に運用します。

　９－（２）　透明性と情報発信力の高い市政の推進

　社会情勢や時代の変化による様々な政策課題に的確に対応するため、職員の政策形成能力や対応力などの向上を
目的とした職員研修を実施します。また、職員一人ひとりが意欲を持って最大限能力を発揮し、効率的で機動的な行政
サービスを提供できる組織体制の構築を進めます。

・江別市が保有する行政情報を広く公開するほか、情報公開制度により、市民参加による公正で開かれた市政の推進を
目指します。
・江別市が保有する個人情報について、個人の権利利益を保護し、適切かつ適正に管理します。

計
画
推
進

令和６年度　総務部　施策展開方針　計画書

 １　まちづくり政策（総務部関係分）

・洪水時の浸水想定区域や土砂災害警戒区域等の災害想定区域のほか、避難情報や避難所等に関する認知度を高め
るため、防災あんしんマップを全戸に配布します。
・自治会や関係機関等との連携による総合防災訓練を実施します（隔年実施）。また、地域に根ざした実践的な訓練を目
的に、住民参加型の地域連携避難所運営訓練を実施するほか、自主防災組織や自治会等が行う避難所運営訓練を支
援するなど、地域との連携を緊密にして減災対策の充実を図ります。
・浸水想定区域等に居住し、市が優先度の高い方とした災害時避難行動要支援者の個別避難計画を作成し、災害時に
おける円滑かつ迅速な避難の確保及び災害対策の実施体制の強化を図ります。
・自治会や学校、事業所等に対する出前講座や各種訓練・講話等に積極的に取り組み、「自助」「共助」の意識の醸成を
図るほか、職員に対しては災害時に即応できるよう、災害図上訓練や研修などを通して、実践的な災害対応力の向上を
図ります。
・災害対応物品等の計画的な整備を進め、災害時における避難所などの環境整備を図ります。

 政策展開の方向性

　４－（２）　地域防災力の向上

政策
４

　交通安全や防犯活動の推進、生活衛生環境や冬期生活環境の充実などを通じて、安全で快適な社会環境を築いてい
くとともに、地域防災力の向上や消防・救急体制の充実を図り、災害に強く、誰もが末永く安心して住み続けられるまちづ
くりを進めます。

安
全
・
安
心

政策
９

 政策展開の方向性

政 策 の 成 果 指 標

災害対策が充実し安心と思う市民割合
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単位 (初期値) Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 目標

％ 64.8  

％ 81.7  

人 525 →

― ― 令和６年度 ―

一般会計　（A） 11,091,413

基本財産基金
運用会計　（B）

213,000

合計　（A+B） 0 0 11,304,413 0

人工　（a） 131.40

平均単価　（b） 7,464

人件費　（a×b） 0 0 980,770 0

0 0 12,285,183 0

市から必要な情報が提供されていると感じる
市民割合

市政運営に満足している市民割合

総務部が所管する個別計画または重点事業の進捗状況   

「職員研修事業」　研修参加者延べ人数

政 策 の 成 果 指 標

【戦略３】
　みんなの働きがいと、元気な経済をつくる

 ２　えべつ未来戦略（総務部関係分）

0

実　績 予算額

0

 ３　総務部の資源

【戦略２】
　幸せに歳を重ねられる暮らしをとどける

【戦略５】
　デジタル技術で住みよい明日を切りひらく

総 額 0

―

歳出予算額
（千円）

戦　　　略
■具体的施策

　「関連事業」　（担当課）

【戦略１】
　子どもが主役のまちをつくる

【戦略４】
　地域から地球温暖化防止に挑む

正職員人件費
（千円）
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